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SDGsだけでなく、気候変動対策もコロナで後退。
変革なしにはゴール達成は難しい。

（変革のためのキーワード）

Regenerative

自然を再生・回復させる

Inclusive

あらゆる人を包摂できる

Resilient

変化に対応できる柔軟なモデル

Innovative

既存の発想を飛び越える加速度を持つ
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企業

国際社会

市民社会

学生

取引先

生活者

投資家

政府

自治体

SDGs推進は当たり前、
長期視点を持ち、多様な
働き方やキャリアアップ
できる企業を選択

ゴール達成に向けた
パートナーシップへの期待
（1社だけでは解決できない）

日本で期待されるのは自治体との
連携による地域創成
グローバルで持続可能な調達
（人権、労働、環境）は必須

ESG投資が増加
グリーンリカバリーの
世界的な潮流

購買の際に社会的価値
（SDGs）を追求する

人たちが増加

グローバル企業の
共通言語として

今、企業に求められるステークホルダー経営
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パートナーシップがSDGsの本質

国際機関

投資家

消費者

企業

自治体

政府

コロナだけでなく、
地域や国、世界・地球で、
様々な問題が山積み！！
複雑な問題を解決しなが

ら経済発展も必要。
しかし様々なプレイヤー
の思惑がまとまらないの

が現状。

●SDGs後
協力して大きな問題の解決へ
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日本のパートナーシップ先進事例
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責任ある外国人労働者受け入れプラットフォーム（仮称）

企業と政府・市民社会がそれぞれ役割を果たし、外国人労働者の労働環境・生活環境の向上・維持する

外国人労働者の
「働く環境・生活環境の改善を支える仕組み」

外国人労働者とのコミュニケーション
労働者への情報発信（コミュニケーションWEB/アプリ）
・労働安全衛生等の情報
・就労支援・生活支援の情報
労働者の声を直接聞く
・コミュニケーションWEB/アプリを通じた労働者アンケート
・企業が聞いた労働者の声から判明した構造的な課題の共有

公的機関

・政府、省庁、警察
・自治体
・監理団体

・送り出し国政府
・国際機関

企業セクター

市民社会 （各地域
で密着した支援）
労働組合、財団、

弁護士会

民間企業
・外国人労働者の対応

・サプライチェーンの外国人労働者
・改善事例の構築・情報共有

経済団体・業界団体

監理団体
（商工会・事業協同組合）

正しい情報

事務局：（一社）The Global Alliance for Sustainable Supply Chain（ASSC）（独）国際協力機構（JICA)

社会への啓発
優良事例の情報発信（Webやメディアを通じて）
フォーラム

政策提言
・労働者の声等から浮彫になった課題について、官民・市民社
会により解決すべき事項の議論と提言
・送出し国等との連携・調査、UNGPのNAP連携 等

主な活動

賃金（未払い、不法時給、高額な採用費、）
拘束（監禁、身分証や携帯の取り上げ、）

休暇（休みがない、長時間労働、）
健康・安全（けが・病気、感染症、PPE、保険）

安心（ハラスメント、住居、雇い止め、家族帯同不可、）
自分にどういう権利があるのか知らない
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企画 回収 海ゴミ化収拾開発 製造 生活

海に想いを。

CONCEPT PAPER@2020.7.18海ゴミ削減のための企業と生活者のアライアンス

○漁網の海への流出

○街中から河川を通じてのゴミの流入

○海ゴミの発生に対する理解と行動の不足

①海に流出する可能性

があり、ゴミとなり得る

モノを最小化（量）する

②海にゴミが流出した

場合の影響を最小化

（量・質）する

③街から海にゴミ

を流出させない

④すでに海に流出し存在

する海ゴミへの対応

（回収・処分・再資源化）

⑤海ゴミによって影響を

受けた生態系や生物

の回復

問題解決に必要な取組

海ゴミに関する問題点

Fast&Slow/ PIXTA(ピクスタ)

ゴミの流出防止、回収、海ゴミの収集や
再資源化を連携して推進。
人々の理解も含めて協働

課題意識
経済活動や生活から生じる不要となったモノが、様々な経路を辿り海に流れ出し、海ゴミとなって海の生

態系に多大な影響を及ぼしている。100年後の社会や子どもたちに豊かな海との関わりを継承するため

には、これ以上に海ゴミが生じない社会の価値観や仕組みを、早急に創る必要がある。

7
出典：一般社団法人ALLIANCE FOR THE BLUE



Copyright © 2020 Cre-en Inc.

企画 回収

分解・無害化回収・再資源化

海ゴミ化収拾開発 製造 生活

企業

研究機関

再資源化、低原料
（素材メーカー等）

研究開発

海ゴミの発生の防止、海ゴミの回収、再資源化、そして生態系の回復等、

海ゴミに対する取組を推進するには、多様なステークホルダーの協働が

重要。特に、素材、包材、製造、小売等、バリューチェーンに関る様々な

企業の協働が必要。

を形成し協働を推進

企業
省資源化、再利用化
（包材、印刷企業等）

企業
調達改善、環境配慮

（食品企業等）

消費者
海に配慮した購入

や行動

行政
法規制、法改正

企業
再資源化、循環利用
（再資源化関連企業）

企業
技術開発

アライアンス

消費者
取組への参加

JIRI / PIXTA(ピクスタ)

再資源化素材 リユース

海ゴミが生じない社会の価値観や、

資源の循環利用の仕組みを創る

販売

回収、再資源化

１ ３

２

４

海を想う資源の
循環利用

油化による再資源化

包材や容器以外の原料化
（アップ・ダウンサイクル等）

包材、容器等製造

購入
（利用・廃棄）

包材・容器の再原料化
（ペットtoペット等）

海への想いを共有する多様な人たちのアライアンス
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ポストコロナのグリーンリカバリー

「SDGｓやESG投資の視点が重視される理由及びその最新動向」
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Z世代の価値観はミレニアル世代と異なる？
子どものときから、インターネットがあるデジタルネイティブ
（1990年代以降生まれ）の特徴は？

る

・マイノリティに寛容

・自分の時間を大切にする

・社会や環境課題の意識が強い

・共有”シェア”が当たり前

・モノよりはコト（経験/本質）を重視する

・文字だけではなく、イラストや音楽など使って伝える

・世界中から動画やSNSで情報を集め、知ることができる

・世界中の人と繋がり、自分のコミュニティを持っている

参照：東洋経済2015/10/28 記事「Z世代において知って置くべき５つのこと https://toyokeizai.net/articles/-/89883
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